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第32回新潟麻酔懇話会

第ま且園新潟ショブゝタと蘇生 砂集中
治療研究会
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金 磯 節潟東尊医学部覇王記念館空隙
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合併症として小脳脊髄変鮮豊二症と糖尿病声既往歴として腎

癌をこよる胃袋摘鼻音鳥鮪がある｡勝麿ま腫脇のため鰹枇全摘軌

術wmまで気胸を思わせる自覚症状はなかった｡噂乱臣経

磨となり心停止となり,直ち軒こ蘇生を開始約3分後をこ藤
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及び縦隔陰影a)左方変異を認め胸腔ド沙-ソを挿洗脱窺

ハ[く畑､l工_.?I.:トト亘p空J.,:,T:1;~用汗,'十-:㍉

州抹酔汗賦

野量〕 良子車飛沼 鮒 喘 綿 鰯 院)遠山 成

遇上L7回左･しこ:ト･'上州-,f=トキ･fトト二､T'i〔･k＼vi(,k症帰肝十

合併した,惑3才,男性の･患者をこおける匪尿道的願既臓脇

]裾主汗rt巨1麻酔!.･紅鮭と!∴i柚iI日印L.い′∴I/■･'-rl!'-･.

心電図等をこより経眠時無呼吸の評価を行った.ポ･てル顔-
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筋タッチ等より下壁梗塞を疑われた中経眠噂無呼吸症鮫
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群との弼凝関係は不明であったが予心血管系合併症を粛

する磯合野術中昏術後と屯充分な注意を払うペ藩であるE

諾う術中脊髄叢ニタ-で予測できなかった
術後の横隔神経麻時
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患者は39歳撃蔓性.UJ3¶嶺の戯髄上衣腫で全摘術を施行

した.術前計だ5仙路孤知覚筋力低下∴下肢練直が認めら

れたが呼吸状態に間鴇はなかった.術中葡髄そこ汐岬と
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頭皮上の爵㍗電極で脊髄誘発等済位を導きを毒したところ三峰枕
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は吏肢知覚筋力低官の噌懸軍横隔神経麻庫をきたL,太

二iIニ呼吸管理下をこおかれているか脊髄伝導性誘発電棒は複

勝関東を吏行すると考えられノており野繭鰍後角約枚躯をこ比

べ練側索の侵襲が軽度であったため,潜時の鮭長がわず

かで虜をつた私のと思われるA

離 全身麻酔を契機として発症した中枢節男泡
低換気症候群の且例
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全身麻酔裸約 -適性の肺胞低換気は稀ならず経験する

症例は嬢望歳時曳鷹で,▲鳴響と細胞経を疑凍つれ絡慶掬潜鮪が

施行きれた甲麻酔はを言扮--エソブルレジ+硬膜外麻酔で

維持され術中は循環変動屯な宅手簡ぼ終~アしたが,麻酔
覚醒後転肺胞低級幾のため抜管郡能であった｡革衝撃E頚

より方何度転入IEニ呼吸器から職歴脱を試みたが鮭漁窺は

動脈の鮭髄呼吸中枢圧迫所鬼が認めだされ予これによる中

枢性肺胞低換気が原監督と考えられた,術前からの中枢性

肺胞低換気準備状態が麻酔薬によって節性化した転のと
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